9.研究紀要投稿・執筆要項 by unknown
                               平成 29 年 12 月 6 日 
 
教員 各位 
 
「教職実践センター研究紀要（第 6 号）」刊行と論文寄稿のお願い 
 
 日頃から、教職実践センターの活動にご理解とご協力いただきまして感謝申し上げます。  
おかげさまで、学生たちの意欲も高まり、今年度も教員採用試験の現役合格者を出すこと
ができました。 
 『教職実践センター研究紀要』を、今年度も刊行することになりました。同紀要に掲載
する「論文」や「調査報告」など、下記の要領で募集いたします。お忙しいところ申し訳
ありませんが、第 6 号充実のため、ぜひご寄稿していただければ幸いです。 
 
                  記 
     １．誌名 『作新学院大学・作新学院女子短期大学部 
             教職実践センター研究紀要』 第 6 号 
     ２．刊行予定 平成 30 年 2 月 28 日 
     ３．論文について 
        ・教育に関する実践報告や調査報告など 
        ・14,000 字以内（40 字×35 行×10 頁以内） 
         
       書評について 
        ・教育関連書籍の批評、紹介 
        ・2,800 字以内（40 字×35 行×2 頁以内） 
     ４．締め切り 
 寄稿申し込み   平成 29 年 12 月 20 日（水）まで 
※寄稿執筆を希望する先生は、 
人間文化の西谷に、題目をメールでお知らせください。 
調整のうえ決定させていただいてからご執筆をお願いいたします。 
 
原稿提出     平成 29 年 2 月 9 日（金）まで 
         （提出後に校正 1 回） 
 
以上 
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『作新学院大学・作新学院女子短期大学部 教職実践センター研究紀要』投稿・執筆要項  
                                  2016 年 12 月 
投稿と掲載について 
１．投稿資格  作新学院大学、作新学院女子短期大学（以下、本学）の専任、特任、 
兼任教員とする。筆頭著者での投稿は 1 本までとする（ただし、連名   
著者での投稿は制限しない）。 
２．投稿内容  教育にかかわる論文、実践報告、調査報告や教育関連書籍の書評。 
３．掲載本数  年度ごとに実践センター運営委員会で決定する。 
         
執筆について 
１．原則として横書き。 
２．表題、副題（副題は必要に応じて）および中見出しなどは、執筆者がつけること。 
３．数字および年号等の表記について 
  ｱ．年号は西暦。必要に応じて（ ）内で元号を表す。 
  ｲ．数字は、ｱﾗﾋﾞｱ数字。熟語として使用されているものは漢数字。 
  ｳ．数字が 2 つ以上並ぶ場合は、原則として 2 文字 1 マス（半角）。 
  ｴ．「････」は 2 マス分。 
４．英字も半角。 
 
用語について 
１．漢字の使用法は、原則として執筆者尊重。同一原稿内に違う表記がある場合のみ統 
一する。 
２．なるべく当用漢字の範囲内で書き、表外漢字で難読漢字には、ふりがなをつける。 
 
注について 
１．注が必要な場合、論文は論文末、実践記録等では適宜文中に入れることとする。 
２．注および文献の書式は、「著者名、発行年、書名、発行所、巻号、頁数」の順とし、 
論文名は「 」。著書、新聞、雑誌名は『 』とする。 
 
組様式 
用紙サイズ  Ａ４ 
文字数    1 頁あたり 40 字×35 行 
文字号数   本文   10.5 ﾎﾟｲﾝﾄ（MS 明朝） 
       表題   16 ﾎﾟｲﾝﾄ（MS 太字明朝） 
       著者名  12 ﾎﾟｲﾝﾄ（MS 太字明朝） 
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